
「
遷
御
」の
儀

平
成
二
十
五
年

式
年
遷
宮
の
年
明
け

明
け
ゆ
く
天
空
に

大
慶
の
兆
し
。

こ
と
し
は
大
祭
、

神
宮
式
年
遷
宮
の
年
。

次
の
二
十
年
へ

新
た
な
一
歩
が
始
ま
る
。

伊勢の を伝える
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い
つ
も
と
変
ら
ぬ
暁
の
空
、
五
十
鈴

川
の
瀬
音
、
宇
治
橋
を
わ
た
る
風
―
―
。

　

そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
今
日
初
め
て
に

思
え
る
元
朝
。
八
年
間
に
お
よ
ぶ
諸
々

の
祭
や
行
事
を
経
て
、
つ
い
に
迎
え
た

新
年
で
あ
る
。

　

こ
と
し
、
式
年
遷
宮
祭
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
、「
遷せ

ん

御ぎ
ょ

」（
神か

み

遷う
つ

し
）の
儀
が
夜

深
け
の
神
域
で
厳
粛
に
挙
行
さ
れ
る
。

そ
の
日
を
期
し
て
、
盛
夏
の
伊
勢
は
お

白
石
持
行
事
の
熱
気
に
あ
ふ
れ
る
こ
と

だ
ろ
う
。
旧
神
領
の
そ
れ
ぞ
れ
の
町
内

が
う
ち
そ
ろ
っ
て
宮
川
川
原
で
拾
い
集

め
た
こ
ぶ
し
大
の
白
い
石
。
そ
れ
を
清

め
、
奉
曳
車
に
積
み
、
大
路
を
練
っ
て

神
域
へ
。
手
に
手
に
白
石
を
持
っ
て
新

た
な
御
敷
地
へ
進
み
、
敷
き
詰
め
る
伝

統
行
事
で
あ
る
。

　

一
方
で
は
、
御み

戸と

祭
、
杵こ

築つ
き

祭
、
御

装
束
神
宝
読と

く

合ご
う

、川
原
大
祓
…
…
、粛
々

と
神
職
た
ち
に
よ
っ
て
、
仕
上
げ
の
祭

り
が
つ
づ
く
。

　

こ
と
し
の
初
詣
は
、
二
十
年
間
慣
れ

親
し
ん
だ
宮
々
に
感
謝
を
込
め
て
、
お

別
れ
の
参
拝
を
す
る
機
会
で
も
あ
る
。

　

隣
の
新
御
敷
地
で
は
、
覆
屋
の
中
で
、

真
新
し
い
社
殿
が
ま
さ
に
完
成
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

新
し
い
二
十
年
が
、
佳
き
こ
と
の
始

ま
り
で
あ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
。

　
前
回
、「
遷
御
」の
月
日
は
、

内
宮
十
月
二
日
　

外
宮
十
月
五
日

　
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
の
遷
御

は
、天
皇
陛
下
の
お
定
め
後
、
発
表
さ

れ
る
。

２
面
　
　　
感
謝
を
込
め
て
、
初
詣

３
面
　
　　
外
宮
前
に
新
た
な
に
ぎ
わ
い

４
・
５
面
　
遷
宮
祭
と
行
事

６
面
　
　　
遷
宮
入
門
（
そ
の
六
）

７
面
　
　　
お
か
げ
の
国
を
め
ぐ
ろ
う（
十
二
）

８
面
　
　　
い
せ
び
と
歳
時
記

朝まだきの内宮・宇治橋　撮影／阪本博文

●
問
い
合
わ
せ
　
神
宮
司
庁

☎
０
５
９
６･

２
４･

１
１
１
１
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い
よ
い
よ
式
年
遷
宮
の
年
が
明
け
る
。

御
正
殿
が
東
の
御
敷
地
に
建
ち
上
っ
て

ち
ょ
う
ど
二
十
年
。
社
殿
の
萱
屋
根
も
、

御
敷
地
を
囲
む
板
垣
や
玉
垣
も
、
風
雨

に
耐
え
た
長
い
歳
月
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
二
十
年
間
の
無
事
に
感
謝
し
て
、

初
詣
の
祈
り
を
さ
さ
げ
よ
う
。

　

す
ぐ
隣
、
西
の
御
敷
地
で
は
、
今
ま

さ
に
新
し
い
社
殿
が
完
成
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
来
た
る
秋
十
月
、
最
も
尊
い

二
つ
の
宮
─
─
皇
大
神
宮
の
正
殿
と
豊

受
大
神
宮
の
正
殿
で
遷
御
の
儀
が
執
り

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

西
の
新
御
敷
地
で
の
新
し
い
二
十
年

が
、
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
、
こ
の
地

球
に
と
っ
て
、
平
安
な
歳
月
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
─
─
。

12
月
31
日

罪
穢
れ
を
祓
う
大
祓　

　

新
年
の
大
祭
を
行
う
に
あ
た
り
、
神

職
一
同
が
五
十
鈴
川
の
御
手
洗
場
の
か

た
わ
ら
に
あ
る
川
原
祓
所
に
参
集
し
、

罪
穢
れ
を
お
祓
い
す
る
。

　

三
十
一
日
夕
刻
行
わ
れ
る
こ
の
儀
式

の
様
子
は
、
参
道
か
ら
拝
観
で
き
る
。

１
月
１
日

新
年
を
言
祝
ぐ
歳
旦
祭

　

元
日
の
朝
、
新
し
い
年
の
始
め
を
言

祝
ぐ
祭
り
。
外
宮
は
四
時
、
内
宮
は
七

時
よ
り
。
若
水
を
汲
み
、
海
川
山
野
の

幸
か
ら
な
る
大
御
饌（
神
様
の
お
食
事
）

が
供
え
ら
れ
る
。
正
宮
を
は
じ
め
、
別

宮
や
す
べ
て
の
お
社
で
順
次
行
わ
れ
る

（
参
進
の
み
拝
観
で
き
る
。
外
宮
四
時
、

内
宮
七
時
）。

１
月
３
日

宮
中
と
時
を
同
じ
く
し
て
元
始
祭

　

年
の
始
め
に
天
皇
陛
下
が
皇
統
の
は

じ
ま
り
を
お
祝
い
さ
れ
る
の
に
時
を
合

わ
せ
、
大
御
饌
を
供
え
、
お
祝
い
す
る

（
参
進
の
み
拝
観
で
き
る
。
外
宮
四
時
、

内
宮
七
時
）。

１
月
11
日

一
月
十
一
日
御
饌

神
様
の
新
年
会

　

内
宮
・
外
宮
の
正
宮
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
社
に
祭
る
神
様
の
新
年
会
。
内

宮
・
四
丈
殿
で
十
時
か
ら
新
春
の
御
饌

を
お
供
え
す
る
。

　

午
後
一
時
か
ら
は
、
内
宮
・
神
楽
殿

横
の
五
丈
殿
で
舞
楽
「
東
遊
」
が
奉
奏

さ
れ
る
。
六
人
の
舞
人
に
よ
る
雅
や
か

な
舞
。
周
囲
で
拝
観
で
き
る
。

●
大
か
が
り
火（
大
晦
日
～
元
旦
）

　

夜
ど
お
し
あ
か
あ
か
と
燃
え
る
参
道

の
か
が
り
火
は
、
年
越
し
参
り
な
ら
で

は
の
風
景
。
暖
を
と
っ
た
り
、
お
餅
を

焼
い
た
り
…
。
毎
年
、
火
を
守
り
奉
仕

す
る
の
は
全
国
か
ら
は
る
ば
る
訪
れ
る

日
本
青
伸
会
の
ご
一
行
。

●「
年
越
し
餅
」ふ
る
ま
い

　

伊
勢
市
観
光
協
会
の
方
々
に
よ
り
年

末
二
十
五
日
の
餅
つ
き
行
事
で
つ
き
上

げ
ら
れ
た
丸
餅
一
万
個
が
、
大
晦
日
夜

十
一
時
か
ら
元
旦
未
明
に
か
け
て
、
内

宮
と
外
宮
で
参
拝
者
に
配
ら
れ
る
。

●「
湯
茶
」「
昆
布
茶
」の
も
て
な
し

　

全
国
第
三
位
の
お
茶
ど
こ
ろ
・
三
重

の
香
り
高
い
茶
葉
を
用
い
て
、
茶
業
会

議
所
の
方
々
に
よ
っ
て
湯
茶
の
接
待
が

行
わ
れ
る
。
三
十
一
日
夜
九
時
か
ら
三

日
午
後
四
時
ま
で
昼
夜
通
し
て
行
わ
れ

る（
内
宮
・
饗
膳
所
、
外
宮
・
休
憩
所
）。

　

外
宮
・
北
御
門
で
は
、
神
宮
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
、ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
に
よ
り
、

こ
ぶ
茶
の
接
待
が
お
こ
な
わ
れ
る
（
二

〜
三
日
、
九
時
半
～
十
五
時
ま
で
）。

●
伊
勢
神
宮
カ
ケ
チ
カ
ラ
会
の
甘
酒

　

参
集
殿
の
北
側
で
恒
例
の
甘
酒
の
振

る
舞
い
が
行
わ
れ
る
（
大
晦
日
～
一
月

七
日
正
午
ま
で
）。

●
神
楽
殿
で
初
神
楽　
　

　

元
旦
の
午
前
零
時
、
君
が
代
に
始
ま

る
初
神
楽
。
各
地
か
ら
の
参
拝
者
と
同

座
で
、
祝
詞
の
あ
と
楽
人
や
舞
女
に
よ

る
雅
や
か
な
舞
楽
を
奉
納
す
る
。一
番
、

二
番
、
三
番
…
と
つ
づ
き
、
終
日
、
内

宮
と
外
宮
の
神
楽
殿
で
奉
納
を
受
付
け

て
い
る
。
初
穂
料　

一
座
一
万
五
千
円

よ
り
。

●
こ
と
し
は〝
巳み

年
〟の
干
支
守
り

　

神
宮
の
干
支
守
り
は
、
楠
材
を
一
刀

彫
し
た
も
の
。
箱
を
開
け
る
と
楠
特
有

の
良
い
香
り
が
す
る
。
神
楽
殿
で
授
与

さ
れ
る
。
初
穂
料
（
小
）
二
千
五
百
円

（
大
）一
万
円
。

冬至の日の出（上）。年越しの大かがり火（下左）。大晦日の大祓（下右）。

「巳年」の干支守り

初詣ににぎわう正宮。

「一月十一日御饌」の舞楽。

二
十
年
間
の
感
謝
を
込
め
て
、初
詣

平
成
二
十
五
年
、
遷せ

ん

御ぎ
ょ（

神か
み

遷う
つ

り
）の
年
が
明
け
る
。

慣
れ
親
し
ん
だ
ご
正
宮
の
社
殿
や
御
門
も
、
も
う
す
ぐ
見
納
め
。

二
十
年
間
の
感
謝
を
込
め
て
、
初
詣
し
よ
う
。

新
し
く
始
ま
る
二
十
年
が
、
幸
多
き
日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

東
の
御
敷
地
か
ら

西
の
新
し
い
御
敷
地
へ

年
末
～

初
春

神
域
で
お
正
月
だ
け
の
お
楽
し
み

神
宮
の
祭
り
と
行
事



食
物
の
神
様

外
宮
の
ご
門
前
に

新
た
な
に
ぎ
わ
い
！

外
宮
参
道
４
５
０
㍍
ぶ
ら
り
歩
き
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菊一文字は参宮のよろず相談処でもある。

案内人（ガイド）とともに

伊勢菊一の
山本さん

水上の奉納舞台もあるせんぐう館

中
だ
。

　

参
道
を
す
す
む
と
、
清
掃
の
行
き
届

い
た
参
道
に
献
灯
の
列
、
休
憩
用
の
木

製
ベ
ン
チ
…
、
も
て
な
し
心
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
信
号
ま
で
く
る
と
、
右
手
に

観
光
案
内
所
。こ
こ
で
地
図
を
も
ら
い
、

最
新
情
報
も
手
に
入
れ
よ
う
。
ご
く
最

近
だ
が
、
伊
勢
の
老
舗
の
味
ど
こ
ろ
や

気
鋭
の
料
理
人
が
店
開
き
。や
っ
ぱ
り
、

食
物
の
大
神
さ
ま
の
ご
門
前
に
は
、
味

な
店
が
ふ
さ
わ
し
い
。

　

外
宮
の
案
内
の
申
し
込
み
（
お
伊
勢

さ
ん
観
光
ガ
イ
ド
の
会
）も
観
光
案
内

所
で
受
け
付
け
て
い
る
。

　

外
宮
参
り
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

伊
勢
市
駅（
Ｊ
Ｒ
・
近
鉄
）か
ら
徒
歩

六
、七
分
と
近
い
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。

参
宮
帰
り
に
立
ち
寄
る
店
を
チ
ェ
ッ
ク

し
な
が
ら
歩
く
と
し
よ
う
。

　

駅
か
ら
す
ぐ
の
刃
物
の
老
舗
「
伊
勢

菊
一
」の
店
主
の
山
本
武
士
さ
ん（
50
）

は
外
宮
参
道
発
展
会
の
会
長
さ
ん
。

「
邪
魔
な
荷
物
は
、〝
手
荷
物
お
預
か

り
〟
の
張
り
紙
の
あ
る
店
へ
」
と
う
れ

し
い
ア
ド
バ
イ
ス（
二
個
二
百
円
）。
来

春
、
駅
前
に
素し

ら

木き

の
大
鳥
居
が
建
つ
。

山
本
さ
ん
は
建
立
委
員
会
の
発
起
人
の

一
人
で
、
目
下
、
一
口
一
万
円
の
募
金

■
赤
福
外
宮
前
特
設
店

　

お
み
や
げ
は
も
ち
ろ
ん
、
店
内
で
赤

福
餅
を
い
た
だ
け
る
店
舗
が
外
宮
前
に

登
場
。
一
盆（
三
個
）番
茶
付
２
８
０
円
、

赤
福
ぜ
ん
ざ
い（
冬
期
限
定
）５
０
０
円
、

五
十
鈴
茶
屋
の
季
節
の
お
菓
子
も
。

営
業
時
間　

九
時
～
十
七
時
（
喫
茶
は
十
時
よ
り
）

年
末
年
始
は
時
間
変
更
あ
り
。
年
中
無
休

☎
０
５
９
６・２
２・７
０
０
０

■
伊
勢
せ
き
や
本
店

　

参
宮
あ
わ
び
な
ど
上
質
な
贈
答
用

品
や
家
庭
向
き
海
産
珍
味
で
知
ら
れ

る
伊
勢
せ
き
や
が
、
本
店
を
外
宮
寄
り

に
移
転
。
売
店
の
ほ
か
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

カ
フ
ェ
も
併
設
す
る（
12
月
中
旬
オ
ー
プ

ン
予
定
）。
ま
た
、
彫
刻
家
・
籔
内
佐

斗
司
氏
の
作
品
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
。

営
業
時
間　

九
時
〜
十
七
時

　
　
　
　
　
（
カ
フ
ェ　

七
時
〜
十
八
時
）

年
中
無
休

☎
０
５
９
６・２
３・３
１
４
１（
代
）

■
豚
捨
外
宮
前
店

　

伊
勢
肉
の
老
舗
・
豚
捨
の
定
食
屋
が

外
宮
前
に
も
。
昼
の
定
番
は
、
牛
丼
、

す
き
煮
丼
。
店
頭
販
売
の
コ
ロ
ッ
ケ（
１

個
90
円
）に
は
こ
こ
で
も
行
列
が
。牛
丼

（
小
）８
４
０
円
。

営
業
時
間　

十
一
時
～
十
九
時

定
休　

木
曜
日

☎
０
５
９
６・２
５・１
１
２
９

式
年
遷
宮
記
念
せ
ん
ぐ
う
館

今
、
伊
勢
で
い
ち
ば
ん
目
が
離
せ
な
い
の
は
外
宮
あ
た
り
。

「
せ
ん
ぐ
う
館
」（
外
宮
ま
が
た
ま
池
）

オ
ー
プ
ン
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
、

外
宮
参
道
の
に
ぎ
わ
い
度
が
ア
ッ
プ
。

新
し
い
店
々
が
開
い
て
、

外
宮
前
に
弾
ん
だ
空
気
が
流
れ
て
い
る
。

外宮前にも赤福が！

開店間近な「伊勢せきや本店」

外宮前の豚捨

年末年始の営業（開館）時間は予めお問
い合わせください。

　

外
宮
ま
が
た
ま
池
の
ほ
と
り
に
あ
る

資
料
館
「
せ
ん
ぐ
う
館
」
は
、
神
宝
を

つ
く
る
技
、
宮
大
工
の
技
な
ど
、
式
年

遷
宮
の
伝
統
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

開�

館
時
間　

九
時
〜
十
六
時
三
十
分
（
最
終
入
館

十
六
時
ま
で
）

　

年
末
年
始　

通
常
通
り

　

大
晦
日
二
十
三
時
〜
元
日
十
七
時
三
十
分

休
館　

第
４
火
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

入
館
料　
一
般
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０
０
円

☎
０
５
９
６・２
２・６
２
６
３

ほや
 ほや

オープン

情報

　内宮・外宮ともに、広い神域には、
正殿はもとより由緒ある見どころがた
くさんある。正しい知識を身につけた
案内人と共に巡ってみると思いがけな
い “ お伊勢さん ” が発見できる。町
中も含めて、さまざまな質問に笑顔
で即答してくれるベテランぞろいだ。

　外宮前にある観光案内所（伊勢市観
光協会）を拠点に案内を受付け、活動
している。揃いのピンクのシャツルッ
ク（冬はあずき色のジャンバー）は、人
ごみの中でお客さまがはぐれないよう
にとの心づかいである。
　副会長の阿形智恵子さんによると、
「外宮さんに昔のような賑わいがも
どるようにと全員ボランティアで、お
もてなしの心でご案内しています」。
テキストをもとに毎月勉強会も開き、
実地練習後“卒業”できたら、お客さ
んの前に立つ。「ある学生さんをご案
内したらとても喜ばれて、夏休みにお
母様を連れてまた来てくださった。ガ
イド冥利につきます」会員約６０名。
＊外宮案内　無料　約１時間。内宮案内は10
日前に予約。交通費負担１０００円。
問外宮前観光案内所
☎＆FAX　0596-23-3323

　検定「お伊勢さん」（伊勢商工会議
所主催）上級編合格者が、さらに研修
を重ねたプロ意識の高い案内人だ。
内宮、外宮の案内のほか、河崎や二
見浦、１２５社めぐりなど、さまざま
な伊勢観光の要望に応えてくれる。
昨年度は約3万人を案内した。
　会長で第一期生の中村光喜さんは、
「全国からの人々に出会い、案内に
満足していただけると、心からやり甲
斐を感じます」と語る。
　昨年、全国商工会議所「きらり輝
き観光振興賞」を受けている。
＊申し込み　3日前までに電話・ファックス・イン
ターネットで。または内宮前「美し国観光ステーショ
ン」へ。
i内宮（約９０分）３０００円、外宮（約６０分）
２０００円ほか、移動の交通費　
☎0596-24-3501　FAX 0596-24-3504
＊詳しくは公式ホームページ「お伊勢さん観光案内人」
http://www.ise-cci.or.jp/source/oisesan/

お参り
＆伊勢見物は

“案内人”さん
と共に

お伊勢さん観光
ガイドの会

お伊勢さん
観光案内人



4平成24年12月10日発行

川原大祓（10月）

新御敷地に白い敷石を奉献（７・８・９月）

お
白
石
持
行
事（
７
月
・
８
月
・
９
月
）

　

新
し
い
正
殿
の
建
つ
新
御
敷
地
に
白

い
敷
石
を
奉
献
す
る
伝
統
行
事
で
あ

る
。
お
木
曳
行
事
と
同
じ
く
、
旧
神
領

（
伊
勢
市
）の
約
八
十
奉
献
団
が
中
心
と

な
り
、
全
国
か
ら
特
別
神
領
民
も
参
加

し
て
、
真
夏
の
空
の
も
と
で
行
わ
れ
る
。

そ
ろ
い
の
法
被
を
着
て
、
力
を
合
わ
せ

て
白
石
を
載
せ
た
奉
献
車
を
曳
き
、
熱

気
あ
ふ
れ
る
祭
り
と
な
る
。

　

こ
の
日
に
備
え
て
、
各
奉
献
団
は
数

年
を
か
け
て
宮
川
の
川
原
に
出
て
こ
ぶ

し
大
の
白
石
を
拾
い
た
く
わ
え
る
。
ま

た
、
白
石
を
手
に
持
っ
て
奉
献
す
る
最

後
の
場
面
で
は
、
神
域
深
く
足
を
踏
み

入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
前
も
っ
て
、
二

見
浦
に
あ
る
二
見
興
玉
神
社
へ
浜
参
宮

し
、
身
を
清
め
て
こ
の
日
を
待
つ
。

　

神
領
民
に
と
っ
て
は
、
新
し
い
ご
正

殿
を
間
近
に
見
ら
れ
る
唯
一
の
機
会
で

も
あ
り
、
楽
し
み
な
行
事
で
あ
る
。

お
白
石
持
日
程（
主
に
金
・
土
・
日
）

〈
内
宮
奉
献
日
〉７
月
26
日
〜
８
月
12
日

〈
外
宮
奉
献
日
〉８
月
17
日
〜
９
月
１
日

御
戸
祭
　
み
と
さ
い

（
内
宮
９
月
13
日
・
外
宮
９
月
15
日
）

　

正
殿
に
御
扉
を
つ
け
る
祭
り
で
、
造

営
の
神
・
屋や

船ふ
ね
の

大お
お

神か
み

に
祈
り
を
奉
げ
る
。

御
戸
立
祭
と
も
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
、

社
殿
の
外
回
り
の
造
作
は
終
わ
る
。
祭

り
で
は
、
造
営
庁
の
技
師
が
殿
上
に
あ

が
り
、
御
カ
ギ
穴
を
う
が
つ
。

御
船
代
奉
納
式
　
み
ふ
な
し
ろ
ほ
う
の
う
し
き

（
内
宮
９
月
17
日・
外
宮
９
月
19
日
）

　

ご
神
体
を
お
さ
め
る
御
船
代
を
彫
り
、

ご
正
殿
に
奉
納
す
る
祭
り
。
大
宮
司
を

は
じ
め
造
営
庁
の
技
師
や
小こ

工だ
く
み

が
新
宮

内
院
に
参
入
。
東
宝
殿
内
で
技
監
・
技

師
が
御
船
代
を
彫
る
。
こ
れ
を
禰
宜
が

調
べ
て
正
殿
内
に
お
移
し
し
、
納
め
る

式
で
あ
る
。

洗
清
　
あ
ら
い
き
よ
め

（
内
宮
９
月
24
日・
外
宮
９
月
26
日
）

　

新
殿
が
竣
工
し
た
の
ち
、
殿
内
を
洗

遷
御
の
日
ま
で
、あ
と
一
年

八
年
前
に
始
ま
っ
た
遷
宮
へ
の
歩
み
は
、ゴ
ー
ル
の「
遷
御
」が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

こ
の
夏
、神
領
民
に
よ
る
お
白
石
持
行
事
が
無
事
に
行
わ
れ
る
と
、

秋
は
い
よ
い
よ
総
仕
上
げ
の
祭
り
が
次
か
ら
次
と
。

「
遷
御
」の
あ
と
に
は
、大
神
様
の
新
宮
で
祝
意
を
込
め
て

雅
な
御
神
楽
と
秘
曲
が
奏
で
ら
れ
る
。

八
年
間
の
長
い〝
遷
宮
〟準
備
を
終
え
て

お白石の奉曳（７・８・９月）

七
・
八
月

　
お
白
石
持
行
事

九
月

　�

御
戸
祭
、

　
御
船
代
奉
納
式
、
洗
清
、

　
心
御
柱
奉
建
、
杵
築
祭

十
月

　
後
鎮
祭
、

　�

御
装
束
神
宝
読
合
、

　
川
原
大
祓
、
御
飾
、

　
遷
御

　�

大
御
饌
、
奉
幣
、

　
古
物
渡
、
御
神
楽
御
饌
、

　
御
神
楽

平
成
二
十
五
年
の
遷
宮
祭
と
行
事

　

八
年
前
の
春
、
御み

杣そ
ま

山や
ま

で
ご
用
材
の

伐
り
始
め
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
祭
り

「
山
口
祭
」
で
式
年
遷
宮
の
準
備
は
開

始
さ
れ
た
。

　

一
つ
、
ひ
と
つ
工
程
を
進
め
る
ご
と

に
祭
り
を
行
い
、
神
様
に
お
見
守
り
を

願
う
の
が
遷
宮
の
祭
で
あ
る
。

　

旧
神
領
民
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
参
加
す

る
伝
統
の
お
木
曳
行
事
も
盛
大
に
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
七
年
間
に
十
七
も
の
祭

り
と
行
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

い
よ
い
よ
遷
御
の
時
を
迎
え
る
今
年

は
、
こ
の
一
年
間
だ
け
で
十
五
の
祭
り

と
行
事
が
控
え
て
い
る
。

　

神
事
ゆ
え
に
公
開
さ
れ
な
い
祭
り
も

多
い
が
、
白
い
斎さ

い

服ふ
く

姿
の
神
職
た
ち
が

参
道
を
進
む
姿
に
、
千
三
百
余
年
の
歴

史
あ
る
祭
り
へ
想
い
を
馳
せ
て
み
よ
う
。

遷
御
の
前
に
─
─
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宇治橋の脇に祭りの標示

杵築祭（9月）

遷御の儀へ向う祭主、大宮司はじめ一同（１０月）

雨儀廊を進む遷御の御列（10月）

後
鎮
祭
　
ご
ち
ん
さ
い

（
内
宮
10
月
１
日・
外
宮
10
月
４
日
）

　

新
宮
の
竣
工
を
よ
ろ
こ
び
、
大
宮
地

に
お
ら
れ
る
神
に
平
安
で
あ
る
よ
う
守

護
を
願
い
祈
る
祭
り
。
御
床
下
に
天あ

め
の

平ひ
ら

瓦か

を
安
置
す
る
、

御
装
束
神
宝
読
合
　
お
ん
し
ょ
う
ぞ
く
し
ん
ぽ
う
と
く
ご
う

（
内
宮
10
月
１
日・
外
宮
10
月
４
日
）

　

調
進
さ
れ
た
御
装
束
神
宝
を
新
宮
に

納
め
る
に
あ
た
り
照
合
す
る
式
。
祭
主

は
こ
の
式
よ
り
は
じ
め
て
遷
宮
祭
に
奉

仕
さ
れ
る
。
四よ

丈じ
ょ
う

殿で
ん

に
て
祭
主
に
式
目

を
ご
ら
ん
い
た
だ
い
た
の
ち
、
寸
法
な

ど
に
誤
り
は
な
い
か
照
ら
し
合
わ
せ
る
。

川
原
大
祓

（
内
宮
10
月
１
日・
外
宮
10
月
４
日
）

　

遷
御
前
日
、
御
装
束
神
宝
を
は
じ
め

遷
御
の
御
列
に
列
す
る
物
、
ま
た
奉
仕

す
る
祭
主
を
は
じ
め
神
職
全
員
を
祓
い

清
め
る
式
。
祓
所
は
内
宮
は
滝
祭
神
の

東
方
、
外
宮
は
中
御
池
の
ほ
と
り
三
ッ

石
付
近
。
奉
仕
員
は
役
職
に
応
じ
て
端

麗
な
遷
御
奉
仕
装
束
に
威
儀
を
正
し
て

勢
ぞ
ろ
い
す
る
。

御
飾
　
お
か
ざ
り

（
内
宮
10
月
２
日・
外
宮
10
月
５
日
）

　

調
進
さ
れ
た
御
装
束
で
新
殿
を
装
飾

し
、
遷
御
の
ご
準
備
を
す
る
式
。

　

祭
主
、
大
宮
司
を
は
じ
め
と
す
る
諸

員
が
正
宮
へ
ゆ
き
、
遷
御
の
御
列
で
用

い
る
御
装
束
神
宝
な
ど
を
納
め
、
次
に

新
殿
に
進
ん
で
、
殿
内
を
飾
り
、
祭
主

に
検
分
し
て
い
た
だ
く
。

　

ご
神
体
を
新
宮
に
お
遷
し
す
る
祭
り
。

天
皇
陛
下
が
斎
行
の
日
時
を
お
定
め
に

な
る
最
重
要
な
儀
式
で
あ
る
。

　

以
下
、
前
回
の
遷
御
に
な
ら
う
と
、

　

午
後
六
時　

神
域
に
響
く
第
三
鼓
を

合
図
に
勅
使
一
行
、
祭
主
以
下
の
百
数

十
名
に
及
ぶ
奉
仕
員
が
参
進
。
勅
使
が

正
殿
階
下
で
新
宮
へ
お
遷
り
を
請
う
御

祭
文
を
奏
上
。
祭
主
・
大
宮
司
・
少
宮

司
・
禰
宜
が
殿
内
へ
。

　

庭て
い

燎り
ょ
う

も
消
さ
れ
、
浄
闇
の
し
じ
ま
に

岩
戸
開
き
の
故
事
に
な
ら
う
鶏け

い

鳴め
い

三さ
ん

声せ
い

が
唱
え
ら
れ
る
。

　

午
後
八
時
、
大
宮
司
・
少
宮
司
・
禰
宜

に
奉
戴
さ
れ
た
神
儀
が
新
宮
へ
と
向
う
。

■
大
御
饌（
内
宮
10
月
３
日
・
外
宮
10
月
６
日
）

遷
御
の
翌
日
、
新
宮
で
初
め
て
の
大
御

饌
を
お
供
え
す
る
祭
り
。

■
奉
幣（
内
宮
10
月
３
日
・
外
宮
10
月
６
日
）

遷
御
の
翌
日
、
新
宮
の
大
御
前
に
勅
使

が
幣
帛
を
お
供
え
す
る
祭
り
。

■
古
物
渡（
内
宮
10
月
３
日
・
外
宮
10
月
６
日
）

遷
御
の
翌
日
、
古
殿
に
奉
献
し
て
あ
っ

た
神
宝
類
を
新
宮
に
お
移
し
す
る
式
。

■
御
神
楽
御
饌（
内
宮
10
月
３
日
・
外
宮
10
月
６
日
）

遷
御
の
翌
日
の
夕
、
御
神
楽
に
先
立
っ

て
大
御
饌
を
お
供
え
す
る
祭
り
。

■
御
神
楽（
内
宮
10
月
３
日
・
外
宮
10
月
６
日
）

新
宮
の
四
丈
殿
で
勅
使
お
よ
び
祭
主
以

下
参
列
の
も
と
に
宮
内
庁
楽
師
十
二
員

に
よ
り
御
神
楽
と
秘
曲
が
奉
奏
さ
れ
る
。

※
遷
宮
祭
の
月
日
・
写
真
は
前
回
第
61

回
式
年
遷
宮
の
も
の
。

※
遷
宮
祭
は
一
般
の
参
拝
者
の
拝
観
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
昔
か
ら
伊
勢
の
遷
宮
は
「
時
代
を
変
え
る
」
と
か
「
世
直
し
」、

つ
ま
り
時
代
の
転
換
点
と
い
わ
れ
て
き
た
。

　
東
の
御
敷
地
を
「
米
座
」（
こ
め
ざ
・
こ
め
く
ら
・
よ
ね
の
く
ら
）、

西
の
御
敷
地
を
「
金
座
」（
か
ね
ざ
・
か
ね
く
ら
）」
と
呼
ぶ
慣
わ

し
も
伊
勢
に
は
あ
る
。

　
東
の
御
敷
地
に
本
殿
が
あ
る
米
座
の
と
き
は
、
平
和
で
心
豊
か

な〝
精
神
の
時
代
〟。
西
に
あ
る
金
座
の
と
き
は
波
乱
、
激
動
す
る

〝
経
済
の
時
代
〟と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
昔
か
ら
で
は

な
く
、
明
治
以
降
の
こ
と
の
よ
う
だ
。

　
二
十
年
を
一
つ
の
時
代
と
と
ら
え
、
次
の
二
十
年
が
新
し
く
希

望
に
み
ち
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
祈
る
神
領
民
の
心
根
を
反
映
し

た
言
い
伝
え
と
い
え
よ
う
。

　
い
よ
い
よ
始
ま
る
「
金
座
」
の
時
代
。
果
た
し
て
ど
ん
な
時
代

が
展
開
す
る
だ
ろ
う
か
。

遷
御（
内
宮
10
月
２
日　
外
宮
10
月
５
日
）

い
清
め
る
式
。
禰
宜
が
正
殿
内
の
御
樋

代
・
御
玉
奈
井
・
御
床
お
よ
び
殿
内
を

洗
い
清
め
、
権
禰
宜
た
ち
が
殿
外
は
じ

め
大
床
・
御お

ん

階き
ざ
は
しな

ど
を
清
め
る
。
さ
ら

に
東
西
宝
殿
・
御
饌
殿（
外
宮
）に
も
昇

殿
し
て
、
同
じ
く
清
め
る
。

心
御
柱
奉
建
　
し
ん
の
み
は
し
ら
ほ
う
け
ん

（
内
宮
９
月
25
日・
外
宮
９
月
27
日
）

　

心
御
柱
を
新
殿
の
御
床
下
に
建
て
る

も
の
で
、
ひ
と
き
わ
重
ん
じ
ら
れ
て
き

た
深
夜
の
秘
事
で
あ
る
。

杵
築
祭
　
こ
つ
き
さ
い

（
内
宮
９
月
28
日・
外
宮
９
月
29
日
）

　

新
殿
の
竣
工
を
祝
し
て
柱
の
根
も
と

を
つ
き
固
め
る
由
緒
あ
る
祭
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
宮
司
を
は
じ
め
と
す
る
神

職
、
技
術
総
監
を
は
じ
め
と
す
る
造
営

庁
職
員
が
五
丈
殿
で
古
式
ゆ
か
し
い
饗

膳
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
掛
明み

ょ
う

衣え

を
着
け

白
杖
を
も
っ
て
正
宮
へ
。
大
宮
司
が
内

玉
垣
御
門
下
で
祝
詞
を
奏
上
し
た
の
ち
、

新
宮
に
す
す
ん
で
、古
歌
を
う
た
い
な
が

ら
床
下
の
柱
を
三
周
し
て
築
き
固
め
る
。

　

次
い
で
、
大
宮
司
・
少
宮
司
・
禰
宜

が
瑞
垣
御
門
前
に
並
び
、
倭や

ま
と

舞ま
い

を
奉
仕
。

　

か
し
こ
し
や　

五
十
鈴
の
宮
の
杵
築

し
て
け
り　

杵
築
し
て
け
り　

国
ぞ
栄

ゆ
る　

郡
ぞ
栄
ゆ
る　

万
代
ま
で
に　

万
代
ま
で
に（
皇
大
神
宮
）

　

天
照
す
大お

ほ

宮み
や

処ど
こ
ろ

か
く
し
つ
つ
仕
え
ま

つ
ら
む　

か
く
し
つ
つ
仕
え
ま
つ
ら
む

　

万
代
ま
で
に　

万
代
ま
で
に　
（
皇

大
神
宮
）

　

度わ
た

会ら
ひ

の
豊
受
の
宮
の
杵こ

築つ
き

し
て　

宮

ぞ
栄
ゆ
る　

国
ぞ
栄
ゆ
る　

万
代
ま
で

に　

万
代
ま
で
に（
豊
受
大
神
宮
）

遷
御
の
後
に
─
─

金
座（
西
の
御
敷
地
）へ

ご
遷
宮

明治以降の米座と金座

第55回（明治2年～）� 米座

第56回（明治22年～）� 金座

第57回（明治42年～）� 米座

第58回（昭和4年～）� 金座

第59回（昭和28年～）� 米座

第60回（昭和48年～）� 金座

第61回（平成5年～）� 米座

第62回（平成25年～）� 金座
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遷宮トピックス

　御遷宮対策委員会
では、特別神領民が
奉献する御白石を宮
川で採取し準備にあ
たっている。現在
伊勢商工会議所（伊
勢市岩渕1丁目）のロ
ビーには、その一部が樽に入れて展示され、来年に
迫った行事への機運を高めている。御白石の大きさ
は一般的に握り拳ぐらい、大きいもので約7.5センチ、
小さいもので約4.5センチとされている。

宮川で拾い、洗い清めた御白石

御
白
石
は
誰
が
用
意
す
る
の
か

　

奉
献
さ
れ
る
御
白
石
は
旧
神
領
民

が
宮
川
流
域
で
採
取
し
ま
す
。
こ
れ

を
「
御
白
石
拾
い
」
と
称
し
、
町
内

の
神
社
な
ど
で
一
旦
保
管
さ
れ
ま
す
。

奉
献
の
他
の
御
白
石
は
神
宮
式
年
造

営
庁
が
準
備
し
、
全
体
の
大
部
分
を

占
め
て
い
ま
す
。

神
領
民
は
ど
の
よ
う
に
し
て

奉
献
す
る
か

　

旧
神
領
に
は
各
町
に
御
白
石
奉
献

団
が
組
織
さ
れ
て
お
り
（
分
村
や
人

口
の
増
減
な
ど
で
若
干
異
同
が
あ

る
）、
平
成
五
年
度
は
、
旧
神
領
の

八
十
団
、
約
十
万
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
現
在
は
各
団
一
日
で
奉
献
を

終
え
ま
す
が
、
宝

永
六
年
（
一
七
〇

九
）の
外
宮
の
例

で
は
一
町
が
二
週

間
ほ
ど
行
っ
て
い

ま
し
た
。

　

明
和
六
年
（
一

七
六
九
）に
は
、

外
宮
の
白
石
持
ち

が
捗は

か
ど

ら
な
い
の
に

内
宮
の
白
石
持
ち

に
行
っ
て
し
ま
う

人
が
い
た
の
で
、

「
内
宮
は
信
心
で

行
う
な
ら
話
は

別
だ
が
、
先
ず
外

宮
に
精
を
出
す
よ

う
に
」
と
通
知
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
盆
の
時

に
家
庭
の
盆
火
で

作
っ
た
食
事
を
摂

っ
て
参
加
し
な
い
よ
う
に
通
知
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
事
と
公
の
行
事
と
区

別
す
る
習
わ
し
の
表
れ
な
の
で
し
ょ
う
。

特
別
神
領
民
の
参
加

　

昭
和
四
年
度
の
遷
宮
で
は
、
新
規
の

奉
献
団
は
認
可
さ
れ
ず
、
既
存
の
六
十

九
団
に
限
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
八

年
度
遷
宮
の
時
は
、
御
白
石
奉
献
団
総

連
合
会
が
結
成
さ
れ
る
な
ど
進
展
が
あ

り
ま
し
た
。
御
白
石
持
行
事
は
旧
神
領

民
が
行
う
も
の
で
す
が
、
こ
の
時
か
ら

希
望
者
も
一
日
神
領
民
と
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
、
二
一
九
人

が
参
加
、
平
成
五
年
度
遷
宮
で
は
約
二

十
一
万
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

特
別
神
領
民
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

奉
献
団
・
参
加
者
・
御
白
石
の
数

　

中
西
正
幸
著
『
神
宮
式
年
遷
宮
の
歴

史
と
祭
儀
』
に
よ
る
と
昭
和
四
十
八
年

度
遷
宮
の
場
合
は
次
の
通
り
で
す
。

■
内
宮
◇
七
八
団
◇
八
〇
、
〇
二
四
名

◇
一
五
九
、
七
三
七
個
◇
一
日
神
領
民

◇
一
四
四
団
◇
一
二
、
一
九
三
名
◇
一

四
、
五
一
八
個

■
外
宮
◇
七
八
団
◇
七
九
、
〇
二
〇
名

◇
一
七
四
、
四
五
二
個
◇
一
日
神
領
民

◇
二
三
九
団
◇
七
、
〇
二
六
名
◇
一
〇
、

〇
〇
〇
個

御
白
石
運
搬
手
段
の
変
遷

　

御
白
石
持
行
事
は「
信
心
持
」と
も
称

さ
れ
ま
し
た
。
労
働
で
は
な
く
信
仰
心

に
発
す
る
自
発
的
な
奉
仕
の
意
味
で
す
。

運
搬
法
に
特
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。『
寛
政
遷
宮
物
語
』に
は
「
い

と
さ
や
か
な
る
金
ば
り
の
桶
二
つ
に
、

白
石
か
ず
と
ば
か
り
入
れ
て
、
さ
し
に

な
ひ
た
る
は
、
い
か
な
る
ま
ね
び
に

か
」
と
あ
り
、
特
殊
な
用
具
が
用
い
ら

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の

他
モ
ッ
コ
や
フ
ゴ
を
用
い
た
時
期
も
あ

り
、
陸
曳
き
で
は
荷
積
車
や
大
八
車
か

ら
奉
献
車
に
発
達
し
、
川

曳
き
は
橇そ

り

が
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

行
事
の
禁
忌

　
『
伊
勢
の
お
木
曳
き
行
事

白
石
持
ち
行
事
』（
文
化
庁

文
化
財
保
護
部
）に
次
の
よ

う
な
禁
忌
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
江
戸
時
代
に
は
服
喪
中

の
家
族
は
行
事
へ
参
加
し

な
か
っ
た
。
○
行
事
に
参
加
す
る
者
は
、

予
め
二
見
興
玉
神
社
に
て
潔け

っ

斎さ
い

の
参
拝

を
行
う
。
こ
れ
を
浜
参
宮
と
称
す
。
行

事
中
に
事
故
に
遭
っ
た
者
は
、
改
め
て

浜
参
宮
に
行
か
せ
て
参
加
さ
せ
た
。
○

行
事
中
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
は
、
奉

曳
歌
の
歌
詞
の
内
容
と
節
回
し
を
代
え

た
。奉

献
の
日
程
と
次
第

　

平
成
五
年
度
遷
宮
の
際
の
日
程
は
次

の
通
り
で
す
。（
名
称
は
当
時
の
も
の
）

○
平
成
四
年
六
月
七
日
奉
献
団
本
部
結

成
○
平
成
五
年
四
月
八
日
奉
献
出
初

式
・
お
白
石
拾
い
・
浜
参
宮
○
七
月
三

十
一
日
お
白
石
奉
献
始
め
◇
内
宮
は
八

月
八
日
ま
で
実
施（
九
日
は
予
備
日
）◇

外
宮
は
八
月
二
十
九
日
ま
で
実
施
（
三

十
日
は
予
備

日
）○
八
月

三
十
日
奉
献

納
め
○
十
一

月
二
十
九
日

奉
献
本
部
・

連
合
会
終
了

式
　

奉
献
車
や

橇
に
御
白
石

を
積
め
た
樽

を
積
載
し
て

飾
り
付
け
、

移
動
中
は
木

遣
唄
が
歌
わ
れ
ま
す
。
内
宮
の
川
曳
き

の
場
合
は
、
御
白
石
を
積
載
し
た
橇
を

宇
治
橋
東
詰
め
か
ら
曳
き
上
げ
、
白
石

置
き
場
ま
で
進
み
、橇
の
前
で
修し

ゅ

祓ば
つ（
お

祓
い
）、
御
白
石
を
降
ろ
し
ま
す
。

　

陸
曳
き
の
場
合
は
、
宇
治
橋
前
に
到

着
後
、
奉
献
車
前
で
修
祓
、
樽
を
大
八

車
に
積
み
替
え
て
宇
治
橋
を
渡
り
、
所

定
の
白
石
置
き
場
ま
で
運
搬
さ
れ
ま
す
。

積
載
し
切
れ
な
か
っ
た
御
白
石
は
、
前

日
の
夕
刻
に
運
ん
で
お
き
ま
す
。
外
宮

は
表
参
道
火
除
橋
前
に
到
着
後
奉
献
車

前
で
、
担に

な
い

棒ぼ
う

で
樽
を
担
い
で
火
除
橋
を

渡
り
、
白
石
置
き
場
に
運
び
込
み
ま
す
。

　

参
加
者
は
揃
い
の
法
被
姿
で
、
御
白

石
を
一
名
一
個
受
け
取
り
、
白
布
に
包

ん
で
新
殿
の
内
院
に
南
御
門
よ
り
参
入

し
、
身
を
か
が
め
て
御
白
石
を
静
か
に

御
敷
地
に
置
き
奉
り
、
北
御
門
よ
り
退

出
し
ま
す
。
御
垣
内
で
の
写
真
撮
影
は

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
奉
献
に
要

す
る
時
間
は
、
○
内
宮
（
浦
田
出
発
の

場
合
）約
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
○
外

宮（
浦
口
出
発
の
場
合
）一
時
間
半
か
ら

二
時
間
四
十
分
。

今
回
の
御
白
石
持
行
事
日
程

○
内
宮
奉
献（
川
曳
き
）

平
成
二
十
五
年
七
月
二
十
六
日（
金
）～

八
月
十
二
日（
月
）

○
外
宮
奉
献（
陸
曳
き
）

平
成
二
十
五
年
八
月
十
七
日（
土
）～

九
月
一
日（
日
）

文
／
神
宮
司
庁　

石
垣
仁
久（
い
し
が
き
よ
し
ひ
さ
）

神
宮
権
禰
宜
･
神
宮
司
庁
文
化
部
主
幹
。

昭
和
37
年
、
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。
國
學
院
大

學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
修
了
。

遷
宮
入
門

御お

白し

ら

石い

し

持も

ち

行ぎ

ょ

う

事じ

〔
豆
事
典
〕（
下
）

御
白
石
持
行
事
は
「
信し

ん

心じ
ん

持も
ち

」
と
言
わ
れ
、

信
仰
心
を
伴
っ
た
自
発
的
な

奉
仕
の
気
持
ち
で
行
い
ま
す
。

二
回
目
は
奉
献
の
変
遷
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
六

　江戸時代に御白石持ちを行う際は、造営を司る
作
さく

所
しょ

から、両宮の長官（一の祢宜）に申し出て、長
官から山田奉行に会合や町在へ触れ渡すよう依頼
する手順であった。明治22年度は、30ヵ町の代表
が神宮司庁に奉献を出願し、神宮司庁から三重県
庁を経由して内務大臣の許可を受け、造神宮使庁
の出張所と日程などが協議された。

昔の御白石奉献の手順

「明治４２年皇大神宮遷宮附属諸祭之図」小西左文画（神宮文庫蔵）

御白石を積んだ川橇がゆっくりと五十鈴川を遡っていく。
（平成５年撮影）

自慢の奉献車に御白石を積み、木遣唄に合わせて
曳いていく。（平成５年撮影）

ラ ムコ
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お
か
げ
の
国
を

ぐ
ろ
う
！

め

お
ば
た

宮川

外
城
田
川

汁
谷
川

23

内宮へ

松
阪
へ

玉城へ

豊
受
大
神
宮

（
外
宮
）

中島

浦口

宮川

小俣町元町

小俣町相合
小俣町宮前

久保

高向

横浜ゴム

美和
ロック

湯田
六地蔵石幢
公園
コンビニ

総合体育館

明野小

市川鉄工所

GS
K’s
 デンキ

スーパー

宮林金庫

五十鈴橋

ＪＡ

スーパー百五銀行 GS

慶蔵院

湯田バス停

エイデン

コープみえ

官舎神社

八柱神社

桜の渡し跡

GS高砂寮

GS

自転車店
参宮街道

公民館
美容室

小俣小

スーパー

伊勢市小俣総合支所

小俣中

離
宮
院

公
園

鳥
羽
松
阪
線

度
会
へ

高向神社

豊浜大橋

宮川大橋

JR参
宮
線

近
鉄
山
田
線

踏切注意

踏切注意

西光寺
南部自動車学校

宮川親水公園

境楠
桜並木

宮川堤公園

ラブリバー
公園

コンビニ

小公園 山口製麺

コンビニ

中島小

交番

浦口

伊勢南島線

宮町

度会橋

度会橋

宮川橋

み
や
ま
ち

北向幸神

上社

横断注意

伊勢せきや
参宮楽膳

◎

双六

キッチンたきがわ
宇
治
山
田
高
校

37

伊勢園芸センター
小公園

ユ
　ニ　　チ　　　カ

市立小俣
図書館

や
ま
だ
か
み
ぐ
ち

みやがわ書店

10湯田神社

❾小俣神社
❽打懸神社

❻志等美神社
❼大河内神社

❶宇須乃野神社❸清野井庭神社

❹草奈伎神社
❺大間国生神社

❷縣神社

辻久留

み
や
が
わ

小俣町本町

歩行者用の路地

ここから眺める景色がきれい

林商店

離宮の湯
豚捨
小俣店

山村乳業

豚捨
0 500m 1km

※ルートは歩いて巡拝することを前提としています。車が通行できない道も一部ありますので、ご注意ください。

松阪へ

ゴール

スタート

お
伊
勢
さ
ん
百
二
十
五
社
の
た
た
ず
む
「
お
か
げ
の
国
」。

最
終
回
は
、
伊
勢
市
街
か
ら
宮
川
の
「
桜
の
渡
し
」
を
越
え
て
、

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
小
俣
の
参
宮
街
道
を
通
り
、

伊
勢
市
の
郊
外
に
あ
る
十
社
を
訪
ね
ま
す
。

12
回
シ
リ
ー
ズ
　
最
終
回

小
俣
め
ぐ
り

桜
の
渡
し
を
越
え

参
宮
街
道
の
宿
場
町
へ

約
10
キ
ロ

ス
タ
ー
ト

近
鉄
山
田
線
　
宮
町
駅

ゴ
ー
ル

三
重
交
通
・
湯
田
バ
ス
停

その

十二

参宮客が伊勢に入る前に身を清めたという清流・宮川。

　

ス
タ
ー
ト
は
、
近
鉄
・
宮
町
駅
。
東

出
口
の
正
面
に
あ
る
細
い
路
地
を
直
進

す
る
と
、
住
宅
街
の
な
か
に
大
き
な
森

が
二
つ
見
え
ま
す
。
左
は
御お

頭か
し
ら

神
事
で

有
名
な
高た

か

向ぶ
く

神
社
。
右
の
こ
ん
も
り
高

い
森
が
宇う

須す

乃の

野の

神
社
で
す
。
境
内
を

覆
う
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
の
大
楠
は
樹
齢

千
年
近
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

参
拝
後
は
、
来
た
道
を
戻
り
、
近
鉄
、

Ｊ
Ｒ
と
二
本
の
線
路
を
越
え
て
い
く
と
、

静
か
な
住
宅
地
の
公
園
横
に
清き

よ

野の

井い

庭ば

神
社
が
お
さ
ま
っ
て
い
ま
す
。
次
に
目

指
す
社
も
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
同
じ
境

内
に
草く

さ

奈な

伎ぎ

神
社
、
大お

お

間ま

国く

生な
り

神
社
が

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
道
三
十
七
号
を
わ
た
り
、
二
俣
通

り
商
店
街
を
西
へ
。
木
材
工
場
が
集
ま

る
一
画
に
地
元
の
氏
神
・
上か

み
の

社や
し
ろ

が
あ
り
、

同
じ
社
地
に
志し

等と

美み

神
社
・
大
河
内
神

社
・
打う

ち

懸か
け

神
社
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　

桜
並
木
の
宮
川
堤
へ
。「
桜
の
渡
し
」

か
ら
宮
川
橋
を
渡
っ
て
、
小お

俣ば
た

町
に
入

り
ま
す
。
明
治
期
ま
で
宮
川
に
は
橋
が

な
く
、
旅
人
は
、
こ
こ
で
馬
を
返
し
て

渡
し
舟
で
伊
勢
に
は
い
り
ま
し
た
。
小

俣
は
参
宮
街
道
の
宿
場
町
。
往
時
の
面

影
を
感
じ
る
町
並
み
の
な
か
に
、
次
の

小
俣
神
社
が
あ
り
ま
す
。
街
道
を
さ
ら

に
西
へ
。
神
宮
に
奉
仕
す
る
皇
女
・
斎さ

い

王お
う

が
奉
仕
の
と
き
に
宿
泊
し
た
離
宮
院

跡
に
た
つ
離
宮
院
公
園
は
ち
ょ
う
ど
い

い
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
。
梅
の
名
所
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
訪
れ
る

湯ゆ

田た

神
社
は
、
水
田
に
囲
ま
れ
た
静
か

な
社
。
湯
田
と
は
、
斎ゆ

田た（
神
田
の
意
）

か
ら
き
て
お
り
、
周
辺
は
、

か
つ
て
神
宮
の
神し

ん

田で
ん

だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
ゴ
ー
ル
の
湯
田
バ
ス
停
ま
で
は
歩

い
て
す
ぐ
で
す
。

（
取
材
・
文　

中
川
絵
美
子
）

❸
清
野
井
庭
神
社　
き
よ
の
い
ば
じ
ん
じ
ゃ

【
外
宮
摂
社
】

付
近
の
土
地
の
灌か

ん

漑が
い

用
水
の
神
を
ま
つ
っ
て

い
る
が
、
一
説
に
は
、
屋
船
の
神
の
ご
分
霊

を
ま
つ
る
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

❹
草
奈
伎
神
社　
く
さ
な
ぎ
じ
ん
じ
ゃ【
外
宮
摂
社
】

外
宮
第
一
の
摂
社
。
大
若
子
命
が
垂
仁
天
皇

の
勅
令
に
よ
り
標み

し
る
ぎ
の
し
る
し

剣
杖
を
賜
り
、
越
の
国
の

兇
族
阿あ

彦び
こ
を
平
定
に
出
か
け
、
そ
の
御
神
威

の
あ
っ
た
剣
を
ま
つ
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

❺
大
間
国
生
神
社　

お
お
ま
く
な
り
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
摂
社
】

板
垣
の
な
か
に
二
社
が
鎮
座
。
右
の
大
間

社
は
大

お
お
わ
か
こ
の
み
こ
と

若
命
を
ま
つ
り
、
左
の
国
生
社
は
、

乙お
と
わ
か
こ
の
み
こ
と

若
子
命
を
ま
つ
る
。

❻
志
等
美
神
社　
し
と
み
じ
ん
じ
ゃ【
外
宮
摂
社
】

祭
神
は
木
の
神
で
、
こ
の
辺
り
の
林
野
の
神
。

堤
防
の
守
護
神
と
も
い
わ
れ
る
。

❼
大
河
内
神
社　

お
お
こ
う
ち
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
摂
社
】

堤
防
守
護
の
神
。

❽
打
懸
神
社　
う
ち
か
け
じ
ん
じ
ゃ【
外
宮
末
社
】

五
穀
豊
穣
の
守
護
神
で
あ
り
、
宮
川
堤
防
の

守
護
神
で
も
あ
る
。

❾
小
俣
神
社　
お
ば
た
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
摂
社
】

祭
神
は
、
伊い

ざ
な
き
の
み
こ
と

弉
諾
・
伊い

ざ
な
み
の
み
こ
と

弉
冉
の
御
子
神
。
地

元
で
は
「
い
な
べ
の
社
」「
稲
女
さ
ん
」
と

親
し
ま
れ
る
五
穀
豊
穣
の
守
り
神
。

❿
湯
田
神
社　
ゆ
た
じ
ん
じ
ゃ
【
内
宮
摂
社
】

こ
の
土
地
の
農
耕
守
護
の
神
を
ま
つ
る
。

❶
宇
須
乃
野
神
社　

う
す
の
の
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
摂
社
】

❷
同
座　

縣
神
社　

あ
が
た
じ
ん
じ
ゃ
【
外
宮
末
社
】

祭
神
は
、
五
穀
の
霊
神
。
同
座
の
縣
神
社
は

水
田
に
関
わ
り
の
深
い
神
社
で
あ
る
。

正宮（しょうぐう）	 2社

別宮（べつぐう）	 14社

摂社（せっしゃ）	 43社

末社（まっしゃ）	 24社

所管社（しょかんしゃ）	42社

天照大神をまつる皇大神宮（内宮）と、豊受大神
をまつる豊受大神宮（外宮）。

正宮の｢わけみや｣ の意味をもち、正宮と関わり
の深い神をまつる格の高いお宮。式年遷宮も正宮
に続いて行われる。

927年の『延
えん
喜
ぎ
式
しき
神
じん
名
みょう
帳
ちょう
』に所載されている神社。

804年の『延
えん
暦
りゃく
儀
ぎ
式
しき
帳
ちょう
』に記載されている神社。

正宮や別宮に関わり、水や酒、米、塩、麻、絹など
衣食住をつかさどる神々が多くまつられている。

お伊勢さん
125社とは

伊
勢
志
摩
エ
リ
ア
は
神
宮
の

百
二
十
五
社
が
点
在
す
る 

〝
お

か
げ
〟
を
感
じ
る
「
お
か
げ
の

国
」。
官
民
の
組
織
「
お
か
げ

参
り
推
進
委
員
会
」
が
、
お
か

げ
参
り
の
よ
う
な
旅
の
提
案
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

u
０
５
９
６
・２
５
・５
１
５
１

（
事
務
局　
伊
勢
商
工
会
議
所
）

お
か
げ
の
国

と
は

おかげの国めぐりにおすすめ！
「おかげの国」をめぐる
には『お伊勢さん125
社めぐり』を。歩きに便
利なＭＡＰや周辺の休憩
処・土産物、伊勢神宮
の知識など、旅に役立
つ情報がもりだくさん。
●三重県内の主要書店、
観光施設ほかで発売中！ 
定価1260円
（送料1冊80円）
u伊勢文化舎　
☎0596‐23‐5166

広い敷地のなかに並ぶ草奈伎神社と大間国生神社。

宇須乃野神社 清野井庭神社

屏風でたどる伊勢参り

船
ふ な

参
さ ん

宮
ぐ う

おかげ
参道の

7
　長さ約八十メートルもある門脇俊一画伯の
大屏風の最後の場面は、二見の御塩殿(みし
おどの)神社にお参りしてから伊勢湾を船で
帰るのか。それとも三河方面から大湊(おお
みなと)、神社(かみやしろ)、河崎めざして、
これから参宮に向かうのか、帆掛け舟がどっ
さり。
　おかげ参り最盛期の文政十三年（一八三
〇）の参拝者数は五百万人近かったという。
屏風の画面には四月から八月まで総人数四百
四十一万九千人とある。正確とはいえないが、
宮川の渡しで山田奉行が監督しカウントして
いたし、本居宣長も記録をとっている。ただ
しこれは宮川を渡った人で、静岡、愛知方面
から船で来る人はカウントされていない。江
戸から歩いて十五日、京大阪から五日間。船
を使えばずっと短縮する。船参宮は天候さえ
よければこんな楽な旅は無かった。海のバイ
パスである。かなりの人が船参宮で来たらし
い。これを伊勢の人は ｢ドンドコさん｣ と呼
んだ。太鼓を叩いて賑やかに囃しながら、大湊、
神社、二軒茶屋に上陸し、河崎に来た。ドン
ドコさんが来ると春になるという。伊勢と三
河は舟により結ばれ、文化交流がとても深か
った。伊勢うどんも三河の溜り醤油が元にな
っているのです。

文・矢野憲一
ＮＰＯ法人五十鈴塾塾長。四十年間神宮に奉職した元神宮禰宜。神宮司
庁文化部長、徴古館農業館館長などを歴任。著書に『伊勢神宮の衣食
住』、『鮫』、『アワビ』、『枕』、『杖』、『亀』、『楠』など多数。

お
伊
勢
さ
ん
百
二
十
五
社
の
た
た
ず
む
「
お
か
げ
の
国
」。

最
終
回
は
、
伊
勢
市
街
か
ら
宮
川
の
「
桜
の
渡
し
」
を
越
え
て
、

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
小
俣
の
参
宮
街
道
を
通
り
、

伊
勢
市
の
郊
外
に
あ
る
十
社
を
訪
ね
ま
す
。
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新
春
、一
番
の
関
心
事
は
、お
伊
勢
さ
ま

の
ご
遷
宮
。
ま
た
、
外
宮
周
辺
に
新
し
い

店
が
増
え
て
い
る
こ
と
。
外
宮
さ
ん
が
食

の
神
さ
ま
と
言
う
こ
と
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
、
伊
勢
ら
し
い
味
処
が
次
々
に
集
ま

っ
て
き
て
い
ま
す
。
名
物
餅
や
伊
勢
う
ど

ん
、
新
名
物
の
御み

饌け

丼ど
ん

を
始
め
、
和
洋
の

料
理
店
や
地
元
の
産
品
を
奉
納
･
販
売
す

る
市
も
開
か
れ
、
前
の
よ
う
な
賑
や
か
さ

が
再
び
、と
期
待
さ
れ
ま
す
。新
春
、味
処

を
巡
る
お
伊
勢
参
り
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

伊
勢
文
化
舎
代
表　

中
村　

賢
一

伊

勢

か

ら

の

便

り

1
日
㊏
御み

酒さ
か

殿ど
の

祭さ
い

ご
料
酒
が
う
る
わ
し
く
醸
造
さ
れ
る
よ
う
祈
願

し
、
同
時
に
全
国
の
酒
造
業
の
繁
栄
を
祈
る
。

w‌

10
時
～
　

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
内
宮
）　
御
酒
殿

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

15
日
㊏
～
25
日
㊋
月つ

き

次な
み

祭さ
い

皇
室
と
国
民
の
い
や
さ
か
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る

伊
勢
神
宮
の
大
祭
。
三
節
祭
の
ひ
と
つ
。

w‌

外
宮
16
日
12
時
〜（
奉
幣
）・
内
宮
17
日
12
時
〜（
奉
幣
）

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
外
宮
・
内
宮
ほ
か
）

u
神
宮
司
庁
　
a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

16
日
㊐
桃と

う

符ふ

頒
布
始
祭

伊
勢
志
摩
地
方
特
有
の
桃
符
（
注し

連め

縄な
わ

に
つ
け

る
厄
除
開
運
の
木
札
）「
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

子
孫
家
門
」

の
頒
布
始
祭
。
祈
祷
の
あ
と
、
注
連
縄
の
頒
布

を
行
う
。

w‌

10
時
30
分
～（
頒
布
は
昼
頃
か
ら
）　

q
伊
勢
市
二
見
町
、
松
下
社
　

u
民
話
の
駅
　
蘇
民
　
a
０
５
９
６
・
４
４
・
１
０
０
０

21
日
㊎
冬
至
祭

冬
至
（
前
後
１
カ
月
）は
、
宇
治
橋
の
大
鳥
居

中
央
か
ら
昇
る
朝
日
が
拝
め
る
。
冬
至
当
日
、

宇
治
橋
前
で
は
来
訪
者
に
「
冬
至
ぜ
ん
ざ
い
」、

柚
子
の
振
る
舞
い
が
行
な
わ
れ
る
。

w‌

6
時
30
分
～
　

q
伊
勢
市
、
内
宮
宇
治
橋
前
　

u
伊
勢
市
観
光
協
会
　
a
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

25
日
㊋
神
宮
奉
納
餅
つ
き

大
晦
日
に
外
宮
・
内
宮
で
配
る
お
餅
を
つ
く
行

事
。
式
典
の
後
、
お
餅
の
振
る
舞
い
が
あ
る
。

w‌

10
時
～
　
q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
外
宮
）　

u
伊
勢
市
観
光
協
会
　
a
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

31
日
㊊
大お

お

祓ば
ら
い

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
神
職
た
ち
を
祓
う
伊

勢
神
宮
の
儀
式
。
年
越
し
の
大
祓
と
も
。
参
道

か
ら
拝
観
可
能
。

w‌

15
時
～

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
（
内
宮
第
一
鳥
居
内
祓
所
、
雨
天
・

五
丈
殿
）

u
神
宮
司
庁
　
a
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

31
日
㊊
〜
1
月
1
日
㊋

お
か
げ
横
丁
行
く
年
来
る
年

毎
年
、
恒
例
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
。
お
か
げ
横

丁
一
帯
が
全
国
か
ら
の
観
光
客
の
熱
気
に
つ
つ

ま
れ
る
。
地
酒
「
お
か
げ
さ
ま
」
の
振
る
舞
い

も
あ
る
。

w‌

23
時
30
分
～
　

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
「
太
鼓
櫓
や
ぐ
ら

」
一
帯
　

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内  

a
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

31
日
㊊
〜
1
月
1
日
㊋

 

ゲ
ー
タ
ー
祭
り

神
島
の
男
た
ち
が「
ア
ワ
」（
輪
）を
竹
で
突
き
上

げ
、豊
漁
を
祈
願
す
る
天
下
の
奇
祭
。ア
ワ
が
高

く
上
が
る
ほ
ど
大
漁
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

w‌

ア
ワ
突
き
1
月
1
日
午
前
6
時
頃
～
　

q
鳥
羽
市
神
島
町
　
u
鳥
羽
磯
部
漁
協
神
島
支
所

☎
０
５
９
９
・
３
８
・
２
２
１
１

休
業
日
：
土
日
、
12
月
31
日（
月
）～
1
月
4
日（
金
）

31
日
㊊
〜
1
月
1
日
㊋

 

名
の
り
・
し
め
切
り
・
火
祭
り

大
晦
日
の
夜
に
行
わ
れ
る
大
王
町
の
祭
り
。「
名

の
り
」
は
、
各
家
を
回
り
船
頭
役
と
子
供
た
ち

が
掛
け
合
っ
て
そ
の
家
を
褒
め
る
行
事
。「
し

め
切
り
」
は
5
メ
ー
ト
ル
あ
る
大
注
連
縄
を
切

っ
て
山
の
神
を
迎
え
、
つ
づ
い
て
火
祭
り
が
始

ま
る
。

w‌

名
の
り
：
31
日
午
後
8
時
～

し
め
切
り
・
火
祭
り
：
元
旦
未
明
　

q
志
摩
市
大
王
町
、
名
の
り
:
波
切
全
域

し
め
切
り
・
火
祭
り
：
波
切
山
神
地
区

u
志
摩
市
観
光
協
会 

☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

1
日
㊋
歳
旦
祭

元
旦
の
未
明
に
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
を
祝
う

伊
勢
神
宮
の
祭
り
。
参
道
に
は
大
晦
日
の
夜
か

ら
か
が
り
火
が
焚
か
れ
る
。

w‌

外
宮
４
時
～
、
内
宮
７
時
～
　

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
外
宮
・
内
宮
）

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

1
日
㊋
～
3
日
㊍
獅
子
舞
行
事

五
穀
豊
穣
、大
漁
満
足
を
願
う
獅
子
舞
。舞
方
は

地
域
の
高
校
生
が
つ
と
め
る
。

w‌

13
時
～（
神
事
終
了
後
に
獅
子
舞
開
始
）　

q
志
摩
市
阿
児
町
、
宇
賀
多
神
社

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

5
日
㊏
相
差
獅
子
舞
神
事

一
年
の
悪
事
災
難
除
け
を
祈
願
す
る
相
差
の
祭

り
。
早
朝
か
ら
天
狗
と
獅
子
が
笛
や
太
鼓
に
合

わ
せ
て
舞
い
、
夜
に
な
る
と
神
明
神
社
に
練
り

込
む
。

w‌

７
時
～
20
時
　
q
鳥
羽
市
相
差
町
内

u
相
差
町
内
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
１
・
６
６
６
０

上
旬
お
か
げ
横
丁 

新
春
郷
土
芸
能
披
露

1
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
三
重
県
の
郷
土
芸
能
の

披
露
。
1
月
11
日
の
鏡
開
き
に
は
ぜ
ん
ざ
い
の

振
る
舞
い
も
あ
る
。

q
伊
勢
市
、
お
か
げ
横
丁
一
帯

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

11
日
㊎

一
月
十
一
日
御
饌
（
東
遊
）

神
宮
の
正
宮
は
じ
め
、
お
ま
つ
り
す
る
す
べ
て

の
神
様
に
神
饌
を
奉
る
伊
勢
神
宮
の
神
事
。
そ

の
後
、
五
丈
殿
で
舞
楽
が
奉
奏
さ
れ
る
。
舞
楽

の
み
拝
観
可
能
。

w‌

10
時
～（
東
遊
13
時
～
）

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
内
宮
）

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊊
湯
立
神
事

約
２
０
０
年
前
か
ら
伝
わ
る
正
月
納
め
の
神
事
。

境
内
に
大
釜
を
置
い
て
湯
を
沸
か
し
、
そ
の
湯

の
滴
を
か
ぶ
る
こ
と
で
身
を
清
め
、
無
病
息
災

を
願
う
。

w‌

11
時
～
　
q
伊
勢
市
二
見
町
、
栄
野
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
a
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

15
日
㊋
毘
沙
門
天
初
祭
り

毎
月
15
日
は
七
福
神
の
一
柱
・
毘
沙
門
天
の
縁

日
。
一
年
で
最
初
の
縁
日
に
開
運
祈
祷
を
行
う

祭
り
。
参
拝
者
へ
の
甘
酒
の
振
る
舞
い
も
あ
る
。

w‌

祈
祷
13
時
～
　
q
伊
勢
市
常
磐
、
梅
香
寺

u
梅
香
寺
　
☎
０
５
９
６
・
２
８
・
３
２
４
１

20
日
㊐
里
神
楽
萬
歳
楽

豊
作
を
願
う
「
豊
年
踊
り
」
と
弓
で
鬼
の
的
を

射
る
「
鬼
打
ち
儀
式
」
の
二
つ
が
行
わ
れ
る
。

w‌

10
時
～
　
q
伊
勢
市
楠
部
町
、
櫲く

樟す

尾お

神
社

u
楠
部
町
萬
歳
楽
保
存
会（
楠
部
町
公
民
館
）　

☎
０
５
９
６
・
２
４
・
３
３
１
１

20
日
㊐
初
え
び
す

浜
島
の
漁
業
関
係
者
が
恵
比
寿
の
神
を
中
心
に
、

南
の
浜
を
向
き
、
三
回
の
初
笑
い
神
事
を
行
う
。

だ
れ
で
も
参
加
可
能
。

w‌

13
時
～
　
q
志
摩
市
浜
島
町
、
恵
比
寿
神
社

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

3
日
㊐
節
分
祭

二
見
興
玉
神
社
の
節
分
祭
。
特
設
撒
豆
台
で
赤

鬼
・
青
鬼
を
追
い
出
し
た
あ
と
、
宮
司
、
年
男
・

年
女
ら
が
舞
台
に
上
が
り
、
福
豆
・
紅
白
餅
な

ど
を
撒
く
。

w‌

14
時
〜
　
q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

3
日
㊐
水
取
神
事

冬
か
ら
春
へ
と
向
か
う
こ
の
時
期
、
本
殿
近
く

に
涌
く
御
神
水
「
頭こ
う
べ

之
水
」
を
い
た
だ
く
こ
と

で
、
大
地
の
生
命
力
を
取
り
入
れ
、
一
年
の
息

災
を
願
い
厄
除
や
心
願
成
就
を
祈
る
神
事
。

w‌

11
時
～
　
q
大
紀
町
大
内
山
、
頭
之
宮
四
方
神
社

u
頭
之
宮
四
方
神
社
　
☎
０
５
９
８
・
７
２
・
２
３
１
６

4
日
㊊
～
3
月
10
日
㊐

お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in
二
見

二
見
浦
一
帯
の
旅
館
な
ど
約
１
０
０
軒
に
計

６
０
０
０
体
の
雛
人
形
が
な
ら
ぶ
。
恒
例
の
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
開
催
。

w‌

9
時
～
　
q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
浦
一
帯

u
伊
勢
市
二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
５
９
６
・
４
２
・
１
１
１
１

9
日
㊏（
予
定
）
高
向
の
御
頭
神
事

８
０
０
年
以
上
前
か
ら
伝
わ
る
祭
り
。
朝
６
時

半
頃
か
ら
夜
12
時
頃
ま
で
行
わ
れ
、
雄
雌
二
体

の
御
頭（
獅
子
頭
）が
地
区
内
を
舞
い
め
ぐ
る
。

松
明
に
照
ら
さ
れ
た
「
打
ち
祭
り
」
は
夜
の
部

の
見
せ
場
。

w‌

6
時
30
分
〜
　
q
伊
勢
市
御
薗
町
、
高
向
大
社

u
伊
勢
市
文
化
振
興
課
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
７
８
８
４

17
日
㊐
～
23
日
㊏
祈
年
祭

一
年
の
五
穀
豊
穣
を
祈
る
伊
勢
神
宮
の
祭
り
。

「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
と
も
い
い
、
神
饌
を
奉

る
大
御
饌
の
儀
と
、
奉
幣
の
儀
が
行
わ
れ
る
。

w‌

外
宮
17
日
7
時
～（
奉
幣
）、
内
宮
17
日
14
時
～（
奉
幣
）

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮（
外
宮
、
内
宮
ほ
か
）

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

23
日
㊏
勝
田
流　

通
能

通
町
内
の
人
々
に
よ
り
、
戦
国
末
期
か
ら
伝
わ

る
「
能
楽
勝
田
流
」
の
通
能
が
奉
納
さ
れ
る
。

伊
勢
市
無
形
民
俗
文
化
財
。

w‌

栄
通
神
社
10
時
～
、
通
町
公
民
館
能
舞
台
13
時
～

q
伊
勢
市
通
町
、
栄
通
神
社
・
通
町
公
民
館
能
舞
台

u
通
能
勝
田
流
能
楽
保
存
会

☎
０
５
９
６
・
２
４
・
０
０
０
８

24
日
㊐
汗
か
き
地
蔵
祭

吉
事
に
は
白
い
汗
、
凶
事
に
は
黒
い
汗
を
か
く

と
い
う
「
汗
か
き
地
蔵
」
の
祭
り
。
朝
9
時
頃

か
ら
露
店
も
並
ぶ
。

w‌

9
時
～
　
q
志
摩
市
大
王
町
、
波
切 

堂
の
山

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

27
日
㊌
御お

船ふ
な

祭ま
つ
り

全
国
の
漁
業
者
か
ら
信
仰
さ
れ
る
青
峯
山
正
福

寺
の
祭
り
。
奉
納
さ
れ
た
大
漁
旗
が
境
内
に

並
び
、
露
店
も
出
て
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
う
。

鳥
羽
市
有
形
文
化
財
。

w‌

6
時
～
16
時
　
q
鳥
羽
市
、
青
峯
山
正
福
寺

u
青
峯
山
正
福
寺
　
a
０
５
９
９
・
５
５
・
０
０
６
１

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

〜
神
宮
の
森
〜

第
62
回
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
神
宮
の
森
の
知
ら

れ
ざ
る
自
然
の
美
し
さ
・
奥
深
さ
に
迫
る
写
真

展
。
入
場
無
料
。

●
常
設（
平
成
26
年
春
頃
ま
で
）

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

～
1
月
14
日
㊗

海
神
饗
宴
～
三
重
の
海
の
祭
り

阪
本
博
文
写
真
展

伊
勢
市
出
身
の
写
真
家
・
阪
本
博
文
氏
が
長
年

撮
り
続
け
て
い
る
「
海
の
祭
り
」
の
写
真
作
品

を
大
型
パ
ネ
ル
70
枚
で
紹
介
。
ま
た
、
関
連
す

る
祭
具
も
展
示
す
る
。

w‌

9
時
～
16
時（
12
月
以
降
）

q
鳥
羽
市
、
海
の
博
物
館

u
海
の
博
物
館
　
☎
０
５
９
９
・
３
２
・
６
０
０
６

休
館
日
： 

12
月
26
日（
水
）～
12
月
30
日（
日
）

1
月
1
日
㊋
～
3
月
3
日
㊐

新
春
企
画
展

「
見
て
学
ぶ
国
史
絵
画
３  

近
世
・
近
代
」

昭
和
8
年
に
今
上
陛
下
ご
誕
生
を
お
祝
い
し
て
、

当
代
の
画
家
た
ち
が
神
話
か
ら
近
代
ま
で
の
日

本
の
あ
ゆ
み
を
描
い
た
「
国
史
絵
画
」
の
展
示
。

関
連
す
る
歴
史
資
料
の
展
示
も
あ
る
。

w‌

9
時
～
16
時
30
分

q
伊
勢
市
、
神
宮
徴
古
館
新
館

u
神
宮
徴
古
館
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
１
７
０
０

休
館
日
：
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
12
月
29

日（
土
）～
12
月
31
日（
月
）

●�

デ
ー
タ
は
10
月
末
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト

は
主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

12
月

1
月

2
月

冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

月次祭

海神饗宴写真展より「ととつりあい」

獅子舞行事

い

せ

び

と

歳

時

記

湯立神事

節分祭

御船祭

「伊勢講ごよみ」は“神宮と神領”の一年�
がわかるカレンダー。今年行われるご遷
宮の祭や行事を追って一年を巡ります。
写真に添える和歌・俳句などとともに、�
前回ご遷宮時の美しく厳かな光景をお楽
しみください。
1部1000円（送料込）。
u伊勢文化舎
☎0596-23-5166

「2013年　伊勢講ごよみ」発売中！
テーマは「ご遷宮の年を迎えて――」。

水取神事

本紙を購読ご希望の方は、
ご住所・お名前・電話番号・
号数を明記の上、1回につ
き郵送料100円の切手を同
封し、伊勢文化舎までお送り
ください。（1・6号在庫なし）
（年3回発行予定）　
〈送り先〉
〒516-0016
伊勢市神田久志本町1474-3
伊勢文化舎内
「いせびとニュース」係

購 読 の ご 案 内


